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研究成果の概要（和文）：本研究は、主として歴史学的立場からの既存のウエストファリア史観批判を越えて、国際関
係論に内在的にウエストファリア史観を脱思考するための新しい枠組みの基礎として、ウエストファリア史観の広義と
狭義の区別、機能と発生の区別を導入したうえで、歴史の解釈権をめぐる国際関係の構造的過程のなかで言説的閉域と
しての国際関係論自体を批判的に再構成する分析をしめした。

研究成果の概要（英文）：This research, in overcoming previous attempts of debunking Westphalian Narrative 
mainly engaged by historians, introduced the conceptual distinctions between wider and narrower senses of 
Westophalian Narrative and between function and development of Westphalian Narrive to provide new 
analytical framework in which Westphalian Narrative should be unthought within the discipline of 
International Relations. The research provided a critical reconstruction of discursive closure of 
"International Relations" in the context of structural historical process of epistemic poltics over 
legitimate interpretation of history.

研究分野： 歴史社会学

キーワード： ウェストファリア史観
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 国際関係論はいわゆるウエストファリア
史観を前提として構築されてきた。また近年
の国際システムの変容を「ウエストファリア
体制の終焉」と捉える言説も広く流通してい
る。しかし近年の歴史学の知見に照らせば、
ウエストファリア体制を 20 世紀の国際シス
テムの起源と捉えることについては、ヨーロ
ッパ中心主義的な世界史観を批判する立場
から、むしろ批判的な論調が強まっている。
また国際関係論の内部からも、アイザック・
ドイッチャー賞を受賞した Benno Teschke の
The Myth of 1648（ベンノ・テシィケ『近代
国際体系の形成』）のように、「ウエストファ
リア体制」という概念自体の没歴史性を明示
的に批判する主張が現れている。 
 もしウエストファリア体制が歴史的実体
の乏しい概念にすぎないのであれば、当然な
がら「ウエストファリア体制の終焉」もまた
一種のイデオロギー的主張でしかないこと
になる。本研究の眼目は、ウエストファリア
史観が国際関係論の学知的前提として定着
した過程を歴史化するとともに、現在変容し
つつある近代的な国際システムの起源を、ヨ
ーロッパ中心史観から解放して、より多元的
でグローバルな枠組みのなかで再検討し、国
際関係分析の史的前提となるパラダイムの
刷新を図ることである。 
 本研究の代表者である山下範久は、2005～
2007 年度科学研究費補助金研究（基盤Ｂ）「グ
ローバルヒストリーの構築とアジア世界」
（大阪大学、代表秋田茂）、2009-2011 年度科
学研究費補助金研究（基盤Ｂ）「帝国・シス
テム・海域ネットワーク:19 世紀以前のアジ
アにおける広域地域史の再構築（立命館アジ
ア太平洋大学、代表藤田加代子）にそれぞれ
分担研究者として参加し、東アジアや南アジ
アなど非ヨーロッパ地域を対象とする広域
史の立場からのグローバルヒストリーの構
築の作業に携わってきた。 
 他方山下は、国際関係論と歴史社会学とを
架橋する研究に取り組んで 2008 年には『現
代帝国論』（2008 年 10 月、NHK 出版）を刊行
し、2010 年度には上記のテシィケ教授を受け
入れ教員として英国サセックス大学国際関
係学部において一年間学外研究に従事し、ウ
エストファリア史観を歴史化するアプロー
チについて、同学の他の研究者および BISA
（英国国際関係学会）の歴史社会学研究グル
ープの研究者らと研究上の協力関係を構築
してきた。 
 また分担研究者の遠藤誠治は、東京大学の
酒井哲哉、北海道大学の遠藤乾らとともに、
2006 年度から 2008 年度にわたって、国際政
治と思想史の交錯をテーマとする研究会を
主宰し、同じく分担研究者の芝崎厚士、また
山下範久も同研究会に参加した。同研究会で
は学知としての国際政治学への思想史的な
アプローチがひとつの焦点となり、特に芝崎
はこの点で大きな功績を挙げた。同研究会の

最終的な成果は『思想』（岩波書店）2009 年
４月号にまとめられた。 
２．研究の目的 
本研究の本体となる検討課題は以下の三点
である（より具体的には「研究計画・方法」
の項を参照）。 
(1)20 世紀のアメリカにおける国際関係論の
ディシプリン化の過程で、ウエストファリア
体制という概念がいかにして近代国際シス
テムの起源としてパラダイムに定着したか
についての学史的実証研究。 
(2)ウエストファリア体制そのものの史的文
脈である近世（17-18 世紀）のヨーロッパの
地域秩序を、同時代の他の地域秩序との比較
および関係のなかにおいて捉えなおし、19 世
紀以降の国際システムの形成をウエストフ
ァリア体制の拡大延長ではなく、多元的な地
域秩序間の相互作用の過程として分析する
歴史社会学的研究。 
(3)非欧米（特に日本）において、国際関係
論のディシプリンが輸入／形成される際、ウ
エストファリア史観の受容や解釈が、既存の
学知とどのような緊張関係を持ったか（ある
いは持ち損ねたか）、そしてどのような規範
的インプリケーションを持ったかについて
の思想史的研究。 
 くわえて、以上三点の検討を通じて、今日
の国際システムの変容を「ウエストファリア
体制の終焉」と捉える議論がもつイデオロギ
ー性についても批判的な検討を行う。 
３．研究の方法 
研究は、研究代表者の山下範久を全体統括

に置き、その下に芝崎厚士、山下、與那覇潤
がそれぞれ、国際関係論、歴史社会学、思想
史学の分野責任者として、研究に協力を要請
する各分野の内外の専門家との連携・調整や
セミナーにおける各分野の運営・統括のイニ
シアティブをとる体制でスタートした。研究
の進捗に伴って、国際関係論へのメタディシ
プリナリな批判に重心を移して目標の修正
を行うとともに体制も変更し、山下、芝崎お
よび安高啓朗をからなる統括班を中心とし
て他の分担研究者および連携研究者からの
フィードバックによって研究を進めた。 
上記の体制のもとで、国際関係論における

パラダイムとしてのウエストファリア史観
を歴史化する共同実証学史研究を遂行し、そ
の実証研究を土台として、ウエストファリア
史観を非ヨーロッパ中心主義的観点から相
対化する歴史社会学、思想史学の知見を摂
取・検討するために、内外の専門研究者を招
き、通算で二回の国際ワークショップ、五回
の集中セミナー、八回の研究会を実施した。 
その中間成果は世界政治研究会、および国

際政治学会において発表され、そこでのフィ
ードバックを踏まえて、論文集『ウエストフ
ァリア史観を脱構築する』（ナカニシヤ出版）
として、2016 年 7月に出版される。 
４．研究成果 
 本研究はまず、既存のウエストファリア史



観批判の蓄積を総括し、それらが国際関係論
に外在的な批判の域にとどまる一方、言説と
しての国際関係論には、一方で国際関係論を
現実から距離化して「ウエストファリアの講
和」を歴史としてではなく、モデルのラベル
として理解する立場、他方で国際関係論と現
実の国際関係の相互構築を積極的に認めて、
現実のほうが「ウエストファリア史観」自体
にあわせて統制されていることを強調する
立場の両極から、そうした外在的批判を無力
化する構造が具わっていることを分析的に
明らかにした。 
 ふまえて、ウエストファリア史観を国際関
係論に内在的に批判する新しい枠組みの基
礎として、ウエストファリア史観の広義と狭
義の区別、機能と発生の区別を導入したうえ
で、歴史の解釈権をめぐる国際関係の構造的
過程のなかで言説的閉域としての国際関係
論自体を批判的に再構成する分析をしめし
た。 
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